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朝
鮮
と
琉
球
の
往
来
は
明
初
に
始
ま
る
が
、
嘉
靖
九

(
一
五
三
〇
)
年
か
ら
は
、
朝
鮮
と
琉
球
と
の
外
交
関
係
は
、
主
と
し
て
北
京

へ
の

朝
貢

の
機
会
に
相
互
の
漂
流
民
を
送
還
し
、
あ
わ
せ
て
咨
文
柄
を
交
換
し
情
報
を
収
集
す
る
と
い
う
形
を
取
る
よ
う
に
な

っ
た

。
そ
の

後
は
朝
鮮
と
琉
球
と
の
間
で
、
直
接
的
な
使
節
が
往
来
す
る
こ
と
は
な
く
、
北
京
が
朝
鮮
と
琉
球
と
の
主
要
な
外
交
関
係
の
場
と
な

っ
た
。

明
末
清
初
期
の
動
乱
は
、
朝
鮮
と
琉
球
に
よ
る
朝
貢
使
節

の
派
遣
に
も
影
響
を
あ
た
え
た
が
、
康
煕
二

(
一
六
六
三
)
年
に
琉
球
が
清
朝
の

冊
封
を
受
け
て
、
二
年

=
貝
に
よ
る
朝
貢
使
節
の
派
遣
を
回
復
し
て
か
ら
は
、
北
京
に
お
け
る
朝
鮮
使
節
と
琉
球
使
節
に
よ
る
交
流
も
再
開

し
、
清
末
に
い
た
る
ま
で
続

い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
清
朝

・
朝
鮮

・
日
本

・
琉
球
の
各
国
間
の
外
交
関
係
の
な
か
で
も
、
朝
鮮
と
琉
球

の
関
係
は
特
殊
で
あ

っ
た
。
清
朝
と
日
本
の
間

に
は
、
長
崎
貿
易
に
よ
る
人
的
な
往
来
が
あ
り
、
清
朝
と
朝
鮮

・
琉
球
の
問
に
は
朝
貢
使
節
や
冊
封
使
節
の
往
来
が
あ

っ
た
。
ま
た
朝
鮮
と

対
馬

の
間
に
は
通
商
関
係
が
あ
り
、
朝
鮮
通
信
使
は
江
戸
に
ま
で
赴
い
た
。

つ
ま
り
清
朝

・
朝
鮮

・
日
本

・
琉
球
の
間
に
は
、
お
お
む
ね
直

接
的
な
政
治

・
経
済
上

の
人
的
往
来
が
あ

っ
た
の
だ
が
、
朝
鮮
と
琉
球
と
の
関
係
だ
け
は
、
両
国
間
の
直
接
的
な
往
来
で
は
な
く
、
北
京
に

お
け
る
朝
貢
と
い
う
機
会
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
現
時
点
で
は
、
北
京
に
お
け
る
朝
鮮
使
節
と
琉
球
使
節

の
交
流
に
関
す
る
研
究
成
果
は
必
ず
し
も
多
く
は
な

い
。
紙
屋
敦
之
氏
は
、

清

代

北

京

に

お

け

る

朝

鮮

使

節

と

琉

球

使

節

の
運

遁

は

じ

め

に

沈

玉

慧



}
九
六
〇
年
に
出
版
さ
れ
た

『
燕
行
録
選
集
』
を
利
用
し
て
、
乾
隆
五
二

(
一
七
八
七
)
年

・
嘉
慶
六

(
一
八
〇

一
)
年

・
道
光

一
二

(
一

八
三

二
)
年
に
お
け
る
、
北
京
で
の
朝
鮮
使
節
と
琉
球
使
節
の
交
流
に

つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
分
析
し
て
い
る

。
ま
た
松
浦
章
氏
も
、

清
初
に
朝
鮮
使
節
が
北
京
に
お
い
て
琉
球
使
節
と
接
触
し
、
東
南
沿
海
部
の
反
清
勢
力
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

(、)。

し
か
し
上
記
の
事
例
は
、
清
代
に
お
け
る
朝
鮮
使
節
と
琉
球
使
節
の
交
流

の

一
部
に
す
ぎ
な
い
。
清
代
を
通

じ
て
、
両
国
の
朝
貢
使

節
が
北
京
に
お
い
て
選
遁
し
た
事
例
は
、
筆
者
の
統
計
に
よ
れ
ば
四

一
回
を
数
え
る
。
特
に
二
〇
〇

]
年
に
韓
国
の
東
国
大
学
か
ら
出
版
さ

れ
た

『
燕
行
録
全
集
』
に
は
、
三
百
種
以
上
の
燕
行
録
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
資
料
集
に
よ

っ
て
、
朝
鮮
と
琉
球
の
使
節
が
に
よ
る
交

流

の
実
態
を
、
よ
り
包
括
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
夫
馬
進
氏
は
、
北
京
に
お
け
る
朝
鮮
と
琉
球
の
交
流
は
、
万
暦
三
七

(慶
長

一
四

・
↓
六
〇
九
)
年

の
薩
摩

の
琉
球
侵
攻
以
降
は
、

両
国
使
節
の
北
京
に
お
け
る
往
来
も
、
従
来
ほ
ど
頻
繁
で
は
な
く
な

っ
た
と
指
摘
し
て
い
る

。
と
は
い
え
、
そ

の
後
も
各
種
の

『燕
行

録
』

や
、
『
同
文
彙
考
』
・
『
日
省
録
』
・
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
な
ど
の
史
料
に
は
、
琉
球
に
関
す
る
詳
し
い
記
述
も
含
ま
れ
て
お
り
、
上
述

の

よ
う
に
北
京
で
朝
鮮
と
琉
球
の
朝
貢
使
節
が
運
遁
す
る
機
会
も
多
か

っ
た
。
は
た
し
て
万
暦
三
七
年
以
降

の
北
京
に
お
け
る
朝
鮮
と
琉
球
両

国
使
節

の
交
流
は
、
い
か
な
る
形
で
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

朝
鮮
王
朝
と
琉
球
王
国
だ
け
で
は
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム

・
シ
ャ
ム

・
ス
ー
ル
ー

・
ラ
オ
ス

・
ビ
ル
マ
な
ど
の
諸
国
に
と

っ
て
も
、
北
京
に
お

け
る
各
国
使
節

の
往
来
は
、
朝
貢
国
同
士
が
交
流
す
る
重
要
な
機
会
で
あ

っ
た
。
た
だ
し
朝
貢
使
節
の
北
京
に
お
け
る
往
来
に
関
す
る
研
究

は
な

お
少
な
い
。
近
年
の
成
果
と
し
て
は
、
清
水
太
郎
氏
が
明
清
の
北
京
に
お
け
る
朝
鮮
使
節
と
ベ
ト
ナ
ム
の
使
節

の
交
流
に

つ
い
て

一
連

の
論
考
を
発
表
し
て
い
る

。
た
だ
し
清
水
氏
の
研
究
も
、
両
国
の
使
節
の
遭
遇
し
た
場
所
や
そ
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
は
、
必
ず
し
も

十
分

に
は
考
察
し
て
い
な
い
。
各
国
の
朝
貢
使
節
が
、
北
京
滞
在
期
間
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
往
来
し
、
交
流
を

行

っ
た

の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
朝
鮮
使
節
と
琉
球
使
節
の
交
流

事
例
を
通
じ
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
基
礎
的
な
考
察
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。



朝
鮮
半
島
と
琉
球
と
の
往
来
は
、
洪
武
二
二
一
三

八
九
)
年
に
ま
で
遡
る
。
こ
の
年
に
琉
球
は
倭
寇

の
被
虜
人
と
な

っ
た
高
麗
人
を
送

還
し
、
高
麗
は
琉
球
使
節

の
帰
国
に
際
し
て
、
報
聰
使
を
同
行
さ
せ
て
琉
球
に
派
遣
し
た

。
洪
武
二
五

(
一
三
九
二
)
年
に
李
成
桂
が

朝
鮮
王
朝
を
建
国
し
て
か
ら
も
、
朝
鮮
王
朝
と
琉
球
は
、
被
虜
人
や
漂
流
民
の
送
還
を
通
じ
て
往
来
し
、
外
交
関
係

を
維
持
し
た

。
『
朝

鮮
王
朝
実
録
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
洪
武
二
五
年
か
ら
嘉
靖
三

(
一
五
二
四
)
年
の
期
間
に
、
琉
球
が
使
節
を
朝
鮮
に
派
遣
し
た
回
数
は
総

計
四

二
回
に
お
よ
ん
で
い
る
。
使
者
を
派
遣
し
た
目
的
と
し
て
は
、
朝
鮮

の
被
虜
人
や
漂
流
民
の
送
還
の
ほ
か
、
大
蔵
経
な
ど
の
仏
典
の
請

求
も
含
ま
れ
て
い
た

。

こ
の
時
期
の
朝
鮮
と
琉
球
の
往
来
に
お
い
て
、
そ
の
過
程
で
博
多
や
対
馬
の
商
人
が
介
在
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

琉
球
は
倭
寇

の
襲
撃
に

遭
遇
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
博
多
や
対
馬
の
商
人
に
委
任
す
る
と
い
う
方
式
で
使
節
を
朝
鮮
に
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
博
多
や

対
馬

の
商
人
が
、
琉
球
国
王
の
使
者
と
い
う
名
義
を
か
り
て
偽
使
を
朝
鮮
に
派
遣
す
る
こ
と
も
あ

っ
た

。
朝
鮮
側
で
は
琉
球
王
国
の
使

節

の
真
偽
を
判
別
す
る
こ
と
に
す
こ
ぶ
る
困
惑
し
、
甚
だ
し
く
は
受
入
を
拒
絶
す
る
こ
と
も
あ

っ
た

。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
朝
鮮
と

琉
球
と
の
外
交
関
係
は
、
単
に
国
家
間
の
往
来
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
博
多
や
対
馬
の
商
人
が
介
在
し
た
こ
と
に
よ
り
、
複
雑
で
多
元
的

な
様
相
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
関
係
に
は
、
嘉
靖
九
年
に
い
た

っ
て
変
化
が
生
じ
た
。
こ
の
年
の
八
月
、
七
名
の
琉
球
人
が
暴
風
に
よ
り
朝
鮮
に
漂
着
し
た
。

こ
れ
に
対
し
朝
鮮
王
朝
で
は
、
彼
ら
を
直
接
に
琉
球
に
送
還
す
る
の
で
は
な
く
、
対
馬
か
明
朝
を
通
じ
て
送
還
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
朝
鮮
王
朝
は
、
も
し
琉
球
の
漂
流
民
を
明
朝
を
通
じ
て
送
還
す
れ
ば
、
そ
の
後
漂
流
民
が
ど
の
よ
う
に
処
置
さ
れ
る
か
判
ら
な

い
た
め
に
、
対
馬
ま
た
は
薩
摩
を
経
由
し
て
、
漂
流
民
を
琉
球
に
送
還
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
と
こ
ろ
が
琉
球

の
漂
流
民
は
こ
の
決
定
を
知

る
と
痛
実
し
、
も
し
倭
人
を
通
じ
て
送
還
さ
れ
る
と
、
不
測
の
事
態
が
生
ず
る
か
も
知
れ
な
い
と
訴
え
た
。

こ
の
た
め
朝
鮮
で
は
漂
流
民
の

琉
球

へ
の
送
還
方
法
に
つ
い
て
再
度
議
論
が
行
わ
れ
、
最
終
的
に
は
、
琉
球

の
漂
流
民
を
朝
貢
使
節
と
と
も
に
明
朝

に
送
り
、
そ
の
後
琉
球

一

朝

鮮

・
琉

球

関

係

史

の

概

観



使
節

に
引
き
渡
す

こ
と
に
決
定
し
た

。
そ
の
後
は
、
朝
鮮
王
朝
と
琉
球
王
国
は
、
北
京

へ
の
朝
貢
の
機
会
を
利
用
し
て
、
相
互
の
漂
流

民
を
送
還
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
朝
鮮
と
琉
球
は
北
京
を
経
由
し
て
相
互
の
漂
流
民
を
送
還
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
で
咨
文
国
書

(
咨
文
)
を
交
換
す
る
こ
と

も
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
万
暦
二
五

(
一
五
九
七
)
年
に
は
、
朝
鮮
国
王
は
明
朝

へ
の
朝
貢
使
節
を
介
し
て
琉
球
国
王
に
咨
文

を
送
り
、
万
暦

一
九

(
}
五
九

一
)
年
に
琉
球
が
朝
鮮
の
漂
流
民
を
送
還
し
た
こ
と
に
対
す
る
謝
意
を
示
し
た
。
万
暦
二
九

(
一
六
〇

]
)
年
に
も
、
朝
鮮

国
王

は
同
じ
よ
う
に
琉
球
国
王
に
咨
文
を
送
り
、
琉
球
が
豊
臣
秀
吉
の
死
亡
情
報
を
通
報
し
、
ま
た
漂
流
民
を
送
還
し
た
こ
と
に
対
し
て
謝

意
を
伝
え
、
あ
わ
せ
て
今
後
と
も
琉
球
使
節
が
、
日
本
に
関
す
る
情
報
を
朝
鮮
使
節
に
伝
達
す
る
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
。
さ
ら
に
薩
摩
藩

に
よ

る
琉
球
侵
攻
の
直
後
、
万
暦
三
八

(
一
六

一
〇
)
年
に
も
、
琉
球
の
朝
貢
使
節
は
北
京
に
お
い
て
朝
鮮
使
節
に
咨
文

を
送
り
、
今
後
も

交
隣
関
係
を
継
続
し
た
い
と
い
う
意
向
を
告
げ
た
。
そ
の
後
も
崇
禎

二

(
一
六
三
八
)
年
に
い
た
る
ま
で
、
朝
鮮

と
琉
球
は
依
然
と
し
て

北
京

に
お
い
て

一
二
通
に
及
ぶ
咨
文

を
交
換
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
主
と
し
て
両
国
間
の
友
好

・
交
隣
関
係
を
伝
え
、
漂
流
民
の
送
還

や
日
本
情
報

の
提
供
に
謝
意
を
示
す
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た

。

な
ぜ

一
六
世
紀
中
期
か
ら
は
、
朝
鮮
と
琉
球
は
直
接
に
使
節
を
派
遣
す
る
の
で
は
な
く
、
北
京

へ
の
朝
貢
と
い
う
機
会
を
通
じ
て
外
交
を

行

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
当
時

の
東
ア
ジ
ア
海
域
の
情
勢
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
琉
球
王
朝
は
明
朝

へ
の

頻
繁
な
朝
貢
を
通
じ
て
、
豊
富
な
中
国
物
産
を
入
手
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
東
ア
ジ
ア
海
域
と
東
南
ア
ジ
ア
海
域
を
結

ぶ
中
継
貿
易
を
展
開
し

て
い
た
。

一
五
世
紀
に
は
、
琉
球
は
ベ
ト
ナ
ム

・
シ
ャ
ム

・
マ
ラ
ッ
カ

・
ジ

ャ
ワ

・
ス
マ
ト
ラ
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
お
よ
び
日
本

・

朝
鮮

な
ど
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
活
発
に
貿
易
船
を
派
遣
し
て
い
る

。
し
か
し

一
六
世
紀
に
な
る
と
、
明
朝
は
琉
球
王
国
に
対
す
る
優
遇

政
策

を
縮
減
し
、
朝
貢
の
頻
度
を
二
年

=
貝
に
延
長
す
る
と
と
も
に
、
朝
貢
使
節
の
人
数
や
貿
易
品
の
数
量
を
制
限
し
た
た
め
、
琉
球
国
王

に
よ
る
朝
貢
船
の
派
遣
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
ア
ジ
ア
海
域
の
貿
易
に
参
入
し
、
華
人
海
商
に
よ
る
密
貿
易
も
拡

大
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
琉
球
王
府
に
よ
る
国
家
貿
易
の
規
模
は
大
幅
に
縮
小
し
て
ゆ
き
、
隆
慶
四

(
一
五
七
〇
)
年
以
降
は
、
琉
球
国
王

が
東
南
ア
ジ
ア
に
貿
易
船
を
派
遣
す
る
こ
と
も
な
く
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
に

一
六
世
紀
に
は
、
琉
球
王
府
に
よ
る
明
朝
と
の
朝
貢
貿
易
は
縮



各

国
の
朝
貢
使
節
は
、
北
京
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
公
式
行
事
に
参
加
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
清
代
の
朝
貢
儀
礼
に
関
し
て
は
、
『
大
清

会
典

』
・
『
大
清
会
典
事
例
』
に
基
本
的
な
規
定
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
朝
貢
儀
礼
の
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
制

度
的
規
定
だ
け
で
は
十
分
に
明
確
で
は
な
い
部
分
も
存
在
す
る
。
朝
貢
儀
礼
の
実
態
を
考
察
す
る
う
え
で
、
朝
貢
国
側
の
関
連
史
料
、
な
か

で
も
詳
細
で
分
量
も
多
い
朝
鮮
使
節
に
よ
る

『
燕
行
録
』
は
、
貴
重
な
情
報
を
提
供
す
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
は
清
朝
の
制
度
史
的
史
料

と
と
も
に
、
朝
鮮
側
の

『燕
行
録
』
な
ど
も
参
照
し
て
、
北
京
に
お
け
る
朝
貢
儀
礼
の
プ

ロ
セ
ス
を
整
理
し
て
み
た

い
。

北

京

へ
の
朝
貢
ル
ー
ト
は
、
各
朝
貢
国
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
朝
鮮
使
節
は
陸
路
で
鳳
風
城
か
ら
遼
東
に
入
り
、
さ
ら
に
藩
陽

か
ら
山
海
関
を
経
て
、
通
州
か
ら
北
京
に
入

っ
た

。

一
方
、
琉
球
使
節
は
海
路

で
福
州
に
到
着
し
た
あ
と
、
陸
路
で
杭
州
に
い
た
り
、

そ
こ
か
ら
大
運
河
に
よ

っ
て
北
上
し
、
北
京
に
赴

い
た

。
朝
貢
使
節
が
入
国
す
る
と
、
清
朝
は
官
吏
を
派
遣
し
、
北
京
ま
で
朝
貢
使
節

を
護
送
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
た
。
朝
鮮
の
場
合
は
使
節
が
藩
陽
に
到
着
す
る
と
、
清
朝
か
ら
派
遣
さ
れ
た
官
員
が
彼
ら
を
護
送
し
て
山
海

関
を
越
え
、
北
京
に
入
る
に
先
だ

っ
て
、
礼
部
に
対
し
て
使
節

の
到
着
を
伝
え
た
。
礼
部
は
通
事
を
東
岳
廟
に
派
遣

し
て
使
節
を
迎
え
、
朝

鮮
の
正
使

・
副
使

・
書
状
官
は
そ
こ
で
官
服
に
着
替
え
、
通
事
と
と
も
に
北
京
城
内
に
入
り
、
会
同
館
に
赴
い
た
の
で
あ
る

。

各
国
の
朝
貢
使
節
は
、
北
京
で
の
滞
在
期
間
中
は
会
同
館
を
宿
舎
と
し
て
割
り
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
清
代
の
会
同
館
は
、
順
治
初
年
に
設

置
さ

れ
て
い
る
が

、
同
じ
年
に
何
か
国
も

の
朝
貢
使
節
が
進
貢
す
る
事
も
多
か

っ
た
た
め
、
既
存
の
宿
舎

の
み
で
は
対
応
で
き
な

い
こ

小
傾
向
に
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
や
朝
鮮
と
の
国
家
貿
易
も
減
少
し
、
や
が
て
途
絶
し
て
し
ま

っ
た

。
こ
う
し
た
琉
球
王
府
に
よ
る

海
上
貿
易
の
縮
小
と
い
う
状
況
の
な
か
で
、
琉
球
と
朝
鮮
が
直
接
に
使
節
を
派
遣
す
る
こ
と
も
、
嘉
靖
三
年
を
最
後

に
行
わ
れ
な
く
な

っ
た

の
で
あ
る

魯
。

二

清

代

北

京

に

お

け

る

朝

貢

儀

礼

の

プ

ロ

セ

ス



と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
雍
正
二

(
　
七
二
四
)
年
以
降
、
新
た
に
朝
貢
使
節
の
た
め
の
宿
舎
が
増
設
さ
れ
て
い
く

。
『大

清
会

典
事
例
』
に
よ
れ
ば
、
乾
魚
衛
衙
、
玉
河
館
、
安
定
門
大
街
、
正
陽
門
外
横
街
、
正
陽
門
外
楊
梅
竹
斜
街
、
地
安
門
外
、
宣
武
門
内
謄

雲
坊
な
ど
の
地
区
に
、
朝
貢
使
節
の
宿
舎
が
増
設
さ
れ
て
い
る

。
ま
た
そ
の
年
に
最
初
に
入
京
し
た
使
節
が
、
本
来
の
会
同
館
を
利
用

す
る
と
い
う
規
定
が
あ
り
、
そ
の
後
に
入
京
し
た
使
節
は
、
適
宜
い
ず
れ
か
の
宿
舎
を
割
り
あ
て
ら
れ
た
た
め
、
各
国
の
朝
貢
使
節
は
、
毎

回
同
じ
宿
舎

に
宿
泊
す
る
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
た
と
え
ば
朝
鮮
使
節
は
、
年
に
よ

っ
て
玉
河
館

・
乾
魚
衛
衙

・
南

小
館

・
智
化
寺

・
興
隆

寺

・
北
極
寺
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
宿
舎
に
滞
在

し
て
い
る

。

一
方
、
琉
球
使
節
は
宣
武
門
内
謄
雲
坊

・
正
陽
門
内

・
正
陽
門
外
横
街
な
ど

の
宿
舎
に
滞
在
し
て
い
る

。

さ

て
、
朝
貢
使
節
は
指
定
さ
れ
た
宿
舎
に
入

っ
て
か
ら
、
礼
部
に
赴

い
て
、
皇
帝

へ
の
表
文
と
貢
物
を
進
呈
し
、
あ
わ
せ
て
礼
部

へ
の
盗

文
を
届
け
た
。

つ
づ
い
て
朝
貢
使
節
は
、
鴻
臆
寺
で
行
わ
れ
る

「演
礼
」
に
参
加
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
演
礼
と
は
、
元
旦
に
各
国
の
使
節

が
皇
帝
に
拝
謁
す
る
儀
式
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
あ
る
。
同
じ
年
に
朝
貢
す
る
使
節
は
、
と
も
に
演
礼
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
順
番

に
し
た
が

っ
て
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行

っ
た

雲
。
ま
た

一
二
月
二
八
日
に
、
皇
帝
が
太
廟
に
行
幸
す
る
際
に
は
、
朝
貢
使
節
は
午
門
に
赴
い
て

皇
帝

の
聖
駕
を
送
迎
し
た
。
翌
日
に
保
和
殿
で
年
終
宴
が
行
わ
れ
る
際
に
も
、
各
国
の
朝
貢
使
節
は
定
め
ら
れ
た
序

列
に
従

っ
て
宴
席
に
参

加
し
た
。
そ
し
て
元
旦
に
は
、
各
国
の
使
節
は
文
武
百
官
と
と
も
に
大
和
殿
に
赴
き
、
皇
帝
に
三
脆
九
叩
頭
の
拝
礼
を
行

っ
た
の
で
あ
る
多
。

や
が
て
帰
国
時
期
が
近
く
な
る
と
、
朝
貢
使
節
は
円
明
園

・
正
大
光
明
殿

・
紫
光
閣

・
山
高
水
長
閣

・
保
和
殿
な

ど
で
行
わ
れ
る
宴
席
に

招
か
れ
、
観
劇

・
花
火

・
花
見
な
ど
の
接
待
を
受
け
、
賞
賜
品
を
与
え
ら
れ
た
。
上
記
の
宴
席
の
ほ
か
に
も
、
北
京

へ
無
事
に
到
着
し
た
労

を
ね
ぎ
ら
う

「下
馬
宴
」
や
、
北
京
を
辞
し
て
帰
国
す
る
際
の

「上
馬
宴
」
な
ど
も
あ
り
、
さ
ら
に
皇
帝
が
太
廟
や
円
明
園
な
ど

へ
の
行
幸

か
ら
帰
還
す
る
際
に
、
文
武
百
官
と
と
も
に
出
迎
え
る
こ
と
も
あ

っ
た

。
上
述

の
よ
う
な
北
京
に
お
け
る
主
要
な
朝
貢
儀
礼

の
プ

ロ
セ

ス
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
会
同
館
に
入
館
、
②
礼
部
に
表
文

・
咨
文

・
貢
物
を
進
上
、
③
鴻
臚
寺

で
の
演
礼
、
④
皇
帝

へ

の
拝

謁
、
⑤
皇
帝
に
よ
る
宴
席
と
賞
賜
、
⑥
皇
帝

の
行
幸
を
送
迎
、
⑦
下
馬
宴

・
上
馬
宴
を
経
て
帰
国
。

な

お
各
国
の
朝
貢
使
節
が
北
京
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
に
参
加
す
る
際
に
は
、
国
ご
と
に
序
列
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
朝
鮮
使
節



崇
徳
元

(崇
禎
九

・
一
六
三
六
)
年
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
藩
陽
で
即
位
し
、
国
号
を
大
清
と
し
た
。
こ
の
年
に
清
軍
は
朝
鮮
に
侵
入
し
、
翌

年
に

は
清
朝
と
朝
鮮
王
朝
の
間
に

「丁
丑
約
条
」
が
結
ば
れ
、
宗
藩
関
係
を
確
認
し
た
。
清
朝
の
入
関
前
に
は
、
朝
鮮
は

一
年
に
四
回
ず

つ

藩
陽

に
赴

い
て
朝
貢
を
行

っ
て
い
た
が

、
入
関
後
は

一
年
に

一
回
、
北
京
に
赴
い
て
朝
貢
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。
朝
鮮
の
朝
貢
使
節

は
、
お
お
む
ね
毎
年

一
〇
月
に
朝
鮮
か
ら
出
発
し
、
同
年
一

二
月
に
北
京
に
到
着
し
た
。
使
節
は
北
京
に
六
十
日
ほ
ど
滞
在
し
、
翌
年
二
月

ご
ろ

に
帰
国
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た

。

一
方
、
琉
球
は
順
治

一
〇

(
一
六
五
三
)
年
に
、
明
朝
か
ら
賜
与
さ
れ
た
勅
印
を
清
朝
に
送
り
返
し

、
康
煕

二

(
一
六
六
三
)
年
に

は
、
清
朝
は
冊
封
使
を
琉
球
に
派
遣
し
て
、
琉
球
国
王
の
冊
封
を
行
い
、
宗
藩
関
係
を
確
認
し
た

。
し
か
し

一
七
世
紀
後
半

の
東
南
沿

海
部
は
、
鄭
氏
勢
力
に
よ
る
清
朝
支
配

へ
の
抵
抗
や
、
そ
れ
に

つ
づ
く
三
藩
の
乱
な
ど
に
よ

っ
て
不
安
定
な
状
況
に
あ
り
、
琉
球
王
国
の
貢

期
も

一
定
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
お
お
む
ね
二
年
一
頁

の
ペ
ー
ス
で
朝
貢
使
節
が
派
遣
さ
れ
て
い
た

。
琉
球

使
節
は
那
覇
を
出
発

の
序
列
は
各
朝
貢
国
の
首
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
朝
鮮
以
下
の
序
列
に

つ
い
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
乾
隆
四
九

(
一
七
八
二
)
年
に
、

乾
隆
帝
が
礼
部
に
対
し
、
太
和
殿
で
の
拝
謁
儀
礼
に
お
け
る
各
国
使
節
の
序
列
を
質
問
し
た
の
に
対
し
、
礼
部
は
朝
鮮
が
首
位
で
あ
り
、
以

下
琉

球

・
ラ
オ
ス

・
シ
ャ
ム
が
続
く
と
回
答
し
て
い
る

。
ま
た
乾
隆
五
七

(
↓
七
九
二
)
年
元
旦
の
皇
帝

へ
の
拝
謁
儀
礼
に
お
け
る
各

国
使

節
の
序
列
も
、
朝
鮮
が
首
位
で
あ
り
、
そ
の
後
に
琉
球

・
安
南

・
回
子

(
ム
ス
リ
ム
)
・
緬
旬

(ビ
ル
マ
)
・
蒙

古
が
続

い
て
い
た
と

い
う

.器
)。
さ
ら
に
嘉
慶

一
二

(
一
八
〇
七
)
年

一
二
月
二
七
日
、
朝
鮮

・
琉
球

・
シ
ャ
ム
の
三
か
国
の
使
節
が
と
も
に
鴻
臚
寺

に
お
い
て

演
礼

に
参
加
し
た
際
に
も
、
朝
鮮
使
節

の
序
列
が
第

一
位
で
あ

っ
た

聾
。
こ
の
よ
う
に
、
朝
貢
儀
礼
に
お
け
る
か
各
国
の
使
節

の
序
列
は
、

朝
鮮
使
節
が
首
位
で
あ
り
、
琉
球
が
そ
れ
に
続
く
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
あ
る
。

三

朝

貢

儀

礼

に

お

け

る

朝

鮮

・
琉

球

使

節

の

超

遁



し
て
海
路
で
福
建
に
達
し
、
そ
こ
で
表
文
や
貢
物
を
検
査
し
た
の
ち
、
正
使

・
副
使

・
都
通
事
、
お
よ
び
随
行
人
員

か
ら
な
る
二
〇
名
ほ
ど

が

番
、
杭
州
か
ら
大
運
河
で
北
京
に
向
か
っ
た

。
琉
球
使
節

の
北
京

へ
の
到
着
時
期
と
滞
在
期
間
は

一
定
し
て
い
な

い
。
清
代
前
期
に

は
、
琉
球
使
節
が
北
京
に
到
着
し
た
時
期
は
、

一
月

・
七
月

・
八
月

・
九
月

・
一
〇
月

・
↓
一
月
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
滞
在
期
間
は

一

月
か
ら

一
月
半
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
約

一
～
二
ヶ
月
半
の
滞
在
期
間
で
あ

っ
た
。
康
煕
末
年
に
な
る
と
、
琉
球
使
節
は
お
お
む
ね

一
一
月
か
ら

一
二
月
に
北
京
に
到
着
し
、
約
二
か
月
ほ
ど
滞
在
し
て
、
翌
年
の
二
月
ご
ろ
に
帰
国
の
途
に

つ
い
た

。

清
代
を
通
じ
て
、
琉
球
王
国
の
朝
貢
回
数
は
、
順
治

一
一

(
一
六
五
三
)
年
か
ら
光
緒
元

(
一
八
七
五
)
年
の
間
に
、
総
計

一
一
三
回
を

数
え
た
。
た
だ
し
そ
の
う
ち
五
回
は
、
戦
乱
の
た
め
琉
球
使
節
は
北
京
に
赴
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
琉
球
使
節
は
北
京
を
訪
れ
た

回
数

は
、

の
べ

一
〇
八
回
と
な
る

。

一
方
、
朝
鮮
王
朝
は

一
年
に

一
回
ず

つ
清
朝
に
朝
貢
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
清
代
前
期
に
は
、
毎

年

一
回
の
朝
貢
使
節

の
ほ
か
に
も
、
聖
節
使

・
元
旦
使

・
冬
至
使
な
ど
を
派
遣
し
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に
不
定
期
の
謝
恩
使

・
奏
請
使

・
進

賀
使

・
陳
奏
使

・
進
香
使

・
告
計
使

・
問
安
使
な
ど
も
加
わ
る
た
め
、
清
代
を
通
し
て
、
朝
鮮
王
朝
に
よ
る
朝
貢

の
回
数
は
、
の
べ
六
〇
〇

回
に
も
及
ん
で
い
る

。

前
述
の
よ
う
に
、
各
国
の
朝
貢
使
節
は
、
北
京
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
に
参
加
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
う
し
た
儀
礼
の
場
で
、
朝
鮮

使
節
と
琉
球
使
節
が
遭
遇
す
る
機
会
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
主
と
し
て

『燕
行
録
全
集
』
に
よ
り
、
清
代
を
通
じ
て
北
京
に
お
い

て
朝
鮮
使
節
と
琉
球
使
節
が
遭
遇
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
事
例
を
、
総
計
四

一
例
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
時
期

・
場
所

・
状
況

を
整
理
し
た
も
の
が

【表

一
】
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
朝
貢
国
の
使
節
同
士
が
遭
遇
す
る
機
会
と
く
ら
べ
て
、
格
段
に
多

い
回
数
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
朝
鮮
や
琉
球
に

つ
い
で
朝
貢
回
数
が
多

い
シ
ャ
ム
の
朝
貢
回
数
も
、
清
代
を
通
じ
て
四
四
回
に
す
ぎ
ず
、

そ
れ
に
次
ぐ
ベ
ト
ナ
ム

の
朝
貢
回
数
も
四
二
回
に
す
ぎ
な
い

。
史
料
的
に
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
、
朝
鮮
と
琉
球
の
使
節
は
、
シ
ャ
ム
や
ベ
ト
ナ
ム
の
朝
貢
の

総
数
と
ほ
ぼ
均
し
い
回
数
に
わ
た

っ
て
、
北
京
に
お
い
て
遭
遇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
朝
鮮
や
琉
球
の
使
節
は
、
シ

ャ
ム
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
朝
貢
使
節
と
遭
遇
す
る
機
会
も
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
諸
国
の
朝
貢
回
数
は
朝
鮮
や
琉
球
と
く
ら
べ
る
と
か
な
り
少

な
い
の
で
、
朝
鮮
と
琉
球

の
使
節

の
よ
う
に
頻
繁
な
交
流
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
両
国
の
使
節
は
漢
文
に
よ
り
筆
談
を
行



う
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
双
方

の
意
思
疎
通
も
容
易
で
あ

っ
た
。

そ
れ
で
は
朝
鮮
と
琉
球
の
朝
貢
使
節
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
所
で
、
ど
の
よ
う
な
機
会
に
接
触
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
【表

一
】
に

も
示
し
た
よ
う
に
、
両
国
の
使
節
は
鴻
櫨
寺
で
の
演
儀
、
保
和
殿

・
紫
光
閣

・
山
高
水
長
閣

・
正
大
光
明
殿

・
円
明
園
な
ど
で
行
わ
れ
た
宴

席
な
ど
の
機
会
に
、
遭
遇
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
嘉
慶
五

(
一
八
〇
〇
)
年
、
朝
鮮
使
節
の
通
事

で
あ

っ
た
金
倫
瑞
は
、

同
じ
年
に
北
京
に
滞
在
し
て
い
た
琉
球
使
節
に
つ
い
て
、
「琉
球
貢
使
、
適
在
京
師
、
毎
於
皇
駕
迎
送
処
相
会
」

と
述

べ
て
お
り
、
皇
帝

の
行
幸
を
送
迎
す
る
際
に
も
、

つ
ね
に
両
国
の
使
節
が
出
会

っ
た
と
い
う
。

ま
た
前
述
の
よ
う
に
、
朝
貢
儀
礼
に
お
い
て
朝
鮮
使
節
の
序
列
は
首
位
と
さ
れ
、
琉
球
使
節
は
そ
れ
に
次
ぐ
序
列
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
が

多
か

っ
た
た
め
、
朝
鮮
使
節
と
琉
球
使
節
は
、
隣
り
合

っ
た
席
次
を
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
常
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
乾
隆
五
九

(
一七
九
三
)

年
に
北
京
に
赴
い
た
朝
鮮
使
節
の
書
状
官
で
あ

っ
た
李
在
学
は
、
北
京
に
お
け
る

一
連
の
朝
貢
儀
礼
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

(十
二
月
)
二
十
九
日
晴
留
南
小
館
。
五
鼓
後
正
副
使
具
公
服
、
往
憩
干
太
和
左
翼
門
外
、
天
明
通
官
前
導
、

只
許
首
訳
随
之
。
過
中

和
殿
左
庶
、
入
保
和
殿
西
亭
、
坐
於
陛
前
、
琉
球
次
之
。
…
…
甲
寅
正
月
初

一
日
、
朝
晴
晩
陰
、
留
南
小
館
。

参
太
和
殿
朝
参
。
…
…

三
使
與
從
官
進
坐
於
西
庭
之
末
、
琉
球
使
臣
在
我
使
之
次
。
…
…
初
六
日
晴
、
留
南
小
館
。
五
鼓
初
、
與
正
使
遵
大
清
門
西
長
安
之
街

入
西
安
門
、
内
三
座
門
外
小
憩
干
依
幕
…
…
礼
部
官
員
引
東
西
班
官
員
、
自
三
座
門
右
抵
西
安
門
而
列
坐
、
我
使
與
琉
球
使
聯
脆
其
端
、

皇
帝
乗
歩
輿
而
過
。
…
…
二
十
四
日
晴
、
留
南
小
館
。
平
明
、
三
使
及
從
官
従
人
五
十
七
人
、
往
礼
部
領
上
馬
宴
、
先
就
御
座
板
位
之

下
、
行
脆
叩
礼
…
…
琉
球
使
臣
亦
参
於
我
使
之
下
、
領
宴
詑
復
就
位
、
行
脆
叩
禮
、
而
蹄
館
所
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

一
二
月
二
九
日
の
年
終
宴
、
元
旦
の
皇
帝

へ
の
拝
謁
、

一
月
六
日
の
西
安
門
外
に
お
け
る
皇
帝

の
行
幸

へ
の
送
迎
、

一
月

二
四

日
の
上
馬
宴
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
朝
貢
儀
礼
の
場
に
お
い
て
琉
球
使
節
は

つ
ね
に
朝
鮮
使
節
の
次
席
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
乾
隆
四
二

(
一
七
七
七
)
年
正
月
二
四
日
に
、
朝
鮮
使
節
が
琉
球
使
節
と
と
も
に
、
礼
部
で
行
わ
れ
た
上
馬
宴
に
参
加
し
た
際

に
も
、
「平
明
三
使
及
従
官
従
人
五
十
七
人
、
往
礼
部
領
上
馬
宴
。
先
就
御
座
板
位
之
下
、
行
脆
叩
礼
…
…
琉
球
使
臣
亦
参
於
我
使
之
下
、

領
宴
詑
復
就
位
、
行
脆
叩
礼
」

と
あ
る
よ
う
に
、
琉
球
使
節
は
朝
鮮
使
節

の
次
席
に
お
い
て
三
脆
九
叩
礼
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
乾
隆



朝
鮮
と
琉
球
の
朝
貢
使
節
は
、
上
述

の
よ
う
に
朝
貢
儀
礼
の
場
に
お
い
て
遭
遇
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
宿
泊
す
る
館
舎

に
お
い
て
交
流
を

行
う
場
合
も
あ

っ
た
。
た
だ
し
清
朝
は
朝
貢
国
の
使
節
が
勝
手
に
北
京
市
内
を
移
動
し
て
、
他
国
の
使
節
と
自
由
に
交
流
す
る
こ
と
を
認
め

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
朝
鮮
使
節
が
直
接
に
琉
球
使
節
の
宿
舎
を
訪
問
し
て
交
流
を
行
う
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

特
に
清
初
期
に
は
、
東

南
沿
海
部
に
お
い
て
鄭
氏
政
権
の
抵
抗
や
三
藩
の
乱
な
ど
に
よ
る
反
清
活
動
が
続
い
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
各
国
使
節

の
宿
舎
に
は
厳
し

い
警
備
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
康
煕
二

一

(
一
六
八
二
)
年
に
は
、
朝
鮮
と
琉
球
の
朝
貢
使
節
は
、

い
ず

れ
も
提
督
四
訳
館
に
宿

泊
し
て
い
た
が
、
清
朝
当
局
に
よ
る
厳
し
い
警
備
の
た
め
、
朝
鮮
使
節
は
直
接
に
琉
球
使
節

の
宿
舎
を
訪
問
し
て
、

取
経
忠
や
鄭
錦
な
ど
、

東
南
沿
海
部

の
反
清
勢
力
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
た
め
朝
鮮
使
節
は
、
通
事
を
琉
球
使
節

の
部
屋
に
派
遣
し

て
、
筆
談
で
福
建

・
広
東
方
面
の
情
報
を
得
た
の
で
あ
る

。

康
煕
二
二

(
]
六
八
三
)
年
、
台
湾
の
鄭
氏
政
権
が
降
伏
し
、
清
朝
の
中
国
支
配
が
お
お
む
ね
安
定
す
る
と
、
朝
貢
使
節

の
宿
舎

に
対
す

る
警
備
態
勢
も
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
道
光

一
二

(
一
八
三
二
)
年
に
北
京
に
赴
い
た
朝
鮮
使
節

の
書
状
官

で
あ

っ
た
金
景
善
は
、

五
四

(
一
七
八
九
)
年

一
二
月
に
、
冬
至
使
と
し
て
北
京
に
赴

い
た
朝
鮮
使
節
も
、
「二
十
八
日
詣
鴻
臚
寺

、
行
元
日
朝
参
演
礼
。
而
琉
球

国
使
臣
翁
乗
儀
、
院
廷
宝
等
、
同
時
演
礼
、
班
在
臣
等
之
末
」

と
、
鴻
臆
寺
で
行
わ
れ
た
元
日
の
拝
謁
儀
礼
の
演
礼
に
お
い
て
、
琉
球

使
節

が
朝
鮮
使
節
の
次
席
に
お
い
て

一
緒
に
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行

っ
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
朝
鮮
と
琉
球
の
使
節
が
同

一
年

に
朝

貢
し
た
場
合
は
、

つ
ね
に
朝
貢
儀
礼
に
同
席
し
、
か
つ
儀
礼
に
お
け
る
序
列
で
は
琉
球
使
節
は
朝
鮮
使
節

の
次
席
と
な
り
、
前
後
や
隣

の
座
位
を
指
定
さ
れ
た
。
そ
れ
だ
け
に
両
国
の
使
節
は
、
朝
貢
儀
礼
の
場
に
お
い
て
し
ば
し
ば
遭
遇
し
、
相
互
に
観
察
し
、
さ
ら
に
筆
談
な

ど
を
通
じ
て
交
流
す
る
機
会
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四

宿

舎

に

お

け

る

朝

鮮

・
琉

球

使

節

の

交

流



次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

人
言
貢
使
入
燕
、
自
明
時
巳
有
門
禁
、
不
得
檀
出
游
観
、
使
臣
呈
文
以
請
、
則
或
許
之
、
然
終
不
能
無
間
。
清
初
禁
之
益
嚴
、
康
煕
末
、

天
下
巳
安
、
謂
東
方
無
足
憂
、
禁
防
少
解
。
然
游
観
猶
托
汲
水
、
無
敢
公
然
出
入
。
挽
近
以
來
、
昇
平
已
久
、
禁
制
漸
疏
、
非
但
我
人

之
出
入
無
擬
、
彼
人
之
買
費
者
、
亦
無
時
往
來
。
使
臣
子
弟
従
者
、
耽
於
游
観
、
不
揮
禁
地
、
衙
門
諸
官
、
慮
其
生
事
、
檬
法
而
操
縦

之
。
則
爲
子
弟
者
、
僑
父
兄
之
勢
、
惟
諸
訳
是
呵
叱
之
。
諸
訳
内
逼
子
弟
之
怒
、
外
揮
衙
門
之
威
、
不
得
已
以
公
用
銀
貨
行
賂
、
而
求

其
方
便
。

こ
れ

に
よ
れ
ば
、
明
代
か
ら
朝
貢
使
節
が
宿
舎
か
ら
自
由
に
外
出
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
お
ら
ず
、
清
朝
当
局
に
文
書
に
よ

っ
て
許
可
を
申

請
す

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
申
請
も
必
ず
し
も
許
可
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
特
に
清
初
に
は
、
朝
貢
使
節

の
行
動
に
対
す
る
規
制
は

き
わ

め
て
厳
し
か

っ
た
。
し
か
し
康
煕
末
年
に
反
清
勢
力
の
抵
抗
が
鎮
定
さ
れ
て
か
ら
は
、
規
制
は
し
だ
い
に
弛
み
、
水
を
汲
み
に
行
く
と

い
っ
た
名
目
で
宿
舎
を
公
然
と
出
入
り
し
て
北
京
市
内
を
公
然
と
遊
覧
し
た
り
、商
人
が
宿
舎
に
出
入
り
し
て
商
売
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。

使
節

の
子
弟
が
勝
手
に
北
京
市
内
を
出
歩
く
た
め
、
礼
部
の
官
員
か
ら
叱
責
さ
れ
た
通
事
た
ち
は
、
賄
賂
を
送

っ
て
許
し
を
願
う
こ
と
も
あ

っ
た

と
い
う
。

し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
清
代
中
期
に
も
朝
貢
使
節
の
宿
舎
に
は
多
数
の
兵
士
が
配
置
さ
れ
、
警
備
に
当
た

っ
て
い
た
。
金
景
善
は
次
の
よ
う

に
述

べ
て
い
る
。

衙
門
在
館
所
東
爽
門
外
、
毎
我
使
到
館
、
衙
門
諸
官
皆
來
守
之
、
蓋
所
以
稽
察
非
常
也
。
提
督

一
人
、
衙
門
称
爲
大
人
、
出
入
前
導
呼

唱
、
毎
五
日

一
到
衙
門
、
授
我
使
僕
供
、
必
親
+位
之
。
使
臣
毎
出
館
遊
覧
、
必
先
関
由
於
提
督
云
。
大
通
官
六
人
、
次
通
官
六
人
。
旧

例
毎
日
申
後
鎖
門
加
封
、
明
日
日
出
始
開
。
凡
開
閉
之
時
、
我
国
軍
牢
、
必
來
告
干
各
房
云
。
今
不
蓋
然
、
衙

訳

一
人
、
通
官
中
以
次

輪
差
。
毎
我
使
渡
江
、
先
到
柵
門
以
待
之
、
與
迎
送
官
護
行
至
北
京
、
還
獲
則
復
如
來
時
。
外
門
將
二
人
、
率
甫
古
二
人
、
甲
軍
二
十

名
、
更
番
守
門
。
甲
軍
則
帯
剣
持
鞭
、
設
箪
屋
、
常
処
門
外
。
衙
門
申
嚴
門
禁
、
則
設
発
列
坐
以
守
之
。
日
暮

則
入
館
中
、
捜
逐
彼
人

之
買
責
者
、
出
蓋
而
後
閉
門
。
使
行
出
而
遊
観
、
則
必
執
鞭
前
導
。
凡
衙
門
逮
捕
禁
敢
、
皆
任
其
事
云
。
.薪.



こ
れ
に
よ
れ
ば
、
会
同
四
訳
館
の
提
督
館
事
は
五
日
に

一
回
ず

つ
衙
門
を
視
察
し
、
朝
鮮
使
節
が
外
出
す
る
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
提
督
に

申
告
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
宿
舎
で
は
将
官
が
二
〇
名
の
兵
士
を
率
い
て
警
備
に
当
た
り
、
兵
士
は

つ
ね
に
帯
剣
し
て
門
外
を
守
備
し
て
い

た
。
門
限
も
厳
し
く
、
日
が
暮
れ
る
と
兵
士
が
出
入
り
し
て
い
た
商
人
な
ど
を
追

い
出
し
、
門
を
閉
め
た
。
使
節
が
外
出
す
る
時
に
は
、
か

な
ら
ず
兵
士
が
鞭
を
持

っ
て
先
導
し
た
と
い
う
。

と

は
い
え
こ
う
し
た
警
備
に
も
、
か
な
り
抜
け
道
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
乾
隆
四
二

(
一
七
七
七
)
年
の
朝
鮮

の
朝
貢
使
節
の
書
状
官

で
あ

っ
た
李
押
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

嘗
聞
清
人
紀
律
尚
厳
、
皇
帝
必
称
万
歳
、
凡
事
令
行
禁
止
云
　
。
今
則
漸
弛
、
貧
汚
之
習
、
乾
隆
之
厳
餉
、
有

倍
於
雍
正
。
少
或
現
発

則
諌
之
、
籍
之
不
少
假
貸
禁
戌
之
詔
前
後
相
続
、
而
上
自
朝
廷
、
下
至
閻
閻
、
貧
風
益
熾
、
賂
門
大
開
、
山豆
上
行
下
甚
而
然
耶
。
是
以

我
人

一
言
獲
口
、
則
勿
論
事
之
大
小
難
易
、
必
先
索
面
幣
、
給
則
順
且
無
事
、
不
然
必
百
般
生
梗
。
前
則
館
中

門
禁
至
厳
、
我
人
公
事

外
、
不
敢
窺

一
歩
地
。
此

(亦
)
無
所
防
眼
、
随
意
出
入
遍
踏

一
城
、
無
異
本
国
。
若
費
扇
柄
藥
丸
、
則
唯
皇
帝
所
居
至
近
之
地
、
初

不
阻
揺
。

乾
隆

年
間
の
後
半
に
な
る
と
、
清
朝
の
綱
紀
は
弛
緩
し
、
朝
廷
か
ら
民
間
に
い
た
る
ま
で
賄
賂
が
公
行
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
朝
鮮
使
節
に

対
し
て
も
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
賄
賂
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
を
渡
せ
ば
万
事
う
ま
く
い
く
が
、
渡
さ
な
け
れ
ば
何
も
進

ま
な
い
と
い
う
あ
り
さ

ま
で
あ

っ
た
。
以
前
は
公
式
行
事
以
外
は
、
使
節
が
宿
舎
を
出
る
こ
と
は
難
し
か

っ
た
が
、
当
時
は
す
で
に
朝
鮮
本
国
に
い
る
時
と
同
じ
よ

う
に
、
宿
舎
を
出
入
り
し
て
北
京
市
内
を
遊
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
関
係
者
に
賄
賂
を
渡
せ
ば
、
紫
禁
城

の
近
く
ま
で
行
く
こ
と
さ
え
で
き

た
と

い
う
。

こ
の
よ
う
に
清
代
中
期
に
は
、
朝
貢
使
節
が
宿
舎
を
出
て
、
他
国
の
使
節

の
宿
舎
を
訪
問
す
る
こ
と
も
か
な
り
容
易
に
な

っ
て
い
っ
た
。

こ
の
た
め
朝
鮮
使
節
も
、
直
接
に
琉
球
使
節
の
宿
舎
を
訪
れ
て
、
交
流
を
行
う
こ
と
も
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
康
煕
四
八

(
一
七
〇
九
)
年
に
、

琉
球
使
節
は
都
通
事
の
陳
其
湘
を
朝
鮮
使
節
の
宿
舎
に
遣
わ
し
て
交
流
を
行

っ
て
い
る

。
道
光
三
〇

(
一
八
五
〇
)
年
に
も
、
朝
鮮
の

副
房
碑
將

の
権
時
亨
は
琉
球
使
節

の
宿
舎
を
訪
れ
、
問
答
を
交
わ
し
て
い
る

。
し
か
し
史
料
的
に
確
認
で
き
る
か
ぎ
り
、
朝
鮮
使
節
が



琉
球
使
節
の
宿
舎
に
通
事
を
派
遣
す
る
な
ど
し
て
交
流
を
行

っ
た
事
例
は
、
以
上
の
数
例
に
す
ぎ
な
い
。

清
代
中
期
に
な

っ
て
も
、
朝
鮮
と
琉
球

の
使
節
が
自
由
に
相
手
の
宿
舎
を
訪
問
で
き
た
訳
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
乾
隆

三

一

(
一
七
六
六
)
年
、
朝
鮮
使
節
の
随
行
員
で
あ

っ
た
洪
大
容
は
、
琉
球
使
節
と
面
会
す
る
た
め
、
琉
球
使
節

の
宿
舎
で
あ

っ
た
正
陽
門

外
の
館
舎

へ
赴

い
た
。
し
か
し
そ
の
際
に
は
宿
舎
警
備
の
官
兵
に
阻
ま
れ
て
面
会
を
果
た
せ
ず
、
数
日
後
に
再
訪
し
た
時
に
は
、
琉
球
使
節

は
す

で
に
帰
国
の
途
に
着
い
て
い
た
と
い
う

。

当
時

の
朝
鮮
使
節
は
、
お
お
む
ね
自
由
に
宿
舎
を
出
入
り
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
洪
大
容
は
琉
球
使
節

の
宿
舎

に
入
館
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
も
と
朝
貢
使
節

の
宿
舎
は
、
す
べ
て
北
京
城
の
内
城
に
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
乾
隆

八

(
一
七
四
三
)
年
か

ら
、
外
城

(正
陽
門
外
)
に
も
宿
舎
が
増
設
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

蓼
。
乾
隆
四
二

(
一
七
七
七
)
年
に
北
京
に
赴

い
た
上
述

の
李
押
は
、

「我

人
則
任
意
出
入
、
周
由
闘
中
、
無
異
清
人
。
而
琉
球
国
人
駆
入

一
室
、
使
不
敢
出
頭
。
其
館
所
処
於
正
陽
門
外
、
不
得
檀
出
其
門
、
凡

所
操
切
倍
於
我
人
云
」
と
述
べ
て
い
る

蓼
。

つ
ま
り
朝
鮮
使
節
団
が
自
由
に
宿
舎
を
出
入
し
、
清
人
と
同
じ
よ
う
に
北
京
市
内
を
移
動
で

き
た

の
に
対
し
、
琉
球
使
節
団
の
宿
舎
は
正
陽
門
外
に
あ
り
、
自
由
に
宿
舎
を
出
入
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
行
動
に
は
朝
鮮
使
節
に
倍

す
る
制
約
が
加
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

第

二
節

で
述
べ
た
よ
う
に
、
朝
鮮
使
節

の
宿
舎
は
、
玉
河
館

・
乾
魚
衛
衙

・
南
小
館

・
智
化
寺

・
興
隆
寺

・
北
極
寺
な
ど
、
お
お
む
ね
内

城
に
置
か
れ
て
い
た
。

一
方
、
琉
球
使
節
の
宿
舎
は
、
宣
武
門
内
謄
雲
坊

・
正
陽
門
内

・
正
陽
門
外
横
街
な
ど
、
正
陽
門
や
宣
武
門
の
内
外

に
設
け
ら
れ
て
い
た

。
【図

一
】
朝
貢
儀
礼
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
使
節
と
琉
球
使
節
は

つ
ね
に
隣
り
合
う
位
置
を
与

え
ら
れ
た
の
に
対
し
、

両
国

の
宿
舎
は
離
れ
た
場
所
に
あ
り
、
か

つ
琉
球
使
節
の
宿
舎
に
お
け
る
人
員
の
出
入
り
に
は
、
朝
鮮
使
節

の
宿
舎

に
く
ら
べ
て
か
な
り
厳

し
い
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
両
国
の
使
節
が
相
互
に
宿
舎
を
訪
問
し
て
交
流
を
行
う
機
会
は
少
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
琉
球
使
節

の
宿
舎
に
対
し
て
は
、
朝
鮮
使
節
に
く
ら
べ
て
厳
し
い
警
備
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
や

は
り
、
当
時
の
琉
球
が
お
か
れ
て
い
た
微
妙
な
外
交
的
立
場
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
清
朝
は
万
暦
三
七

(慶
長

一
四
、

一
六
〇
九
)
年
の

薩
摩

の
琉
球
侵
攻
以
来
、
琉
球
王
国
が
事
実
上
、
清
朝
と
日
本
と
の
両
属
関
係
に
あ
る
こ
と
を
把
握
し
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
北
京
に
到

っ



以
上
本
稿
で
は
、
清
代
の
北
京
に
お
け
る
朝
鮮
使
節
と
琉
球
使
節

の
運
遁
に

つ
い
て
、
主
と
し
て

『
燕
行
録
』
な
ど

の
朝
鮮
史
料
に
よ
り
、

基
礎
的
な
検
討
を
加
え
た
。
朝
鮮
王
朝
と
琉
球
王
国
は
、
明
初
か
ら
相
互
に
使
節
を
派
遣
し
、
漂
流
民
を
送
還
し
て

い
た
。
し
か
し
嘉
靖
九

年
か
ら
は
、
両
国
は
北
京
経
由
で
相
手
国
の
漂
着
民
を
送
還
し
、
あ
わ
せ
て
咨
文

を
交
換
す
る
よ
う
に
な
り
、
北
京
に
お
け
る
明
朝

へ
の
朝

貢
は
、
朝
鮮
と
琉
球
と
の
外
交
の
機
会
と
も
な

っ
た
。
た
だ
し
崇
禎

一
一
年
以
降
は
、
北
京
に
お
け
る
両
国
の
咨
文

の
交
換
は
途
絶
し
、
さ

ら
に
明
末
清
初
期
の
政
治
的
動
乱
は
、
両
国
に
よ
る
朝
貢
使
節
の
派
遣
に
も
大
き
な
動
揺
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
清
朝
の
中
国
支
配
が
安

定
に
向
か
う
に

つ
れ
、
朝
鮮

・
琉
球
の
両
国
は
、
安
定
的
に
清
朝
に
朝
貢
使
節
を
派
遣
す
る
よ
う
に
な
る
。

清
代
に
は
両
国
が
北
京
に
お
い
て
公
式
に
外
交
文
書
を
交
換
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
両
国
の
使
節
は
朝
貢
儀
礼
の
場
な
ど
に
お
い
て

し
ば

し
ば
蓬
遁
し
、
筆
談
な
ど
を
通
じ
て
情
報
を
交
換
し
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
は
清
朝
に
も

っ
と
も
多
く
の
朝
貢
使
節
を
派
遣
し
た
朝
貢
国

で
あ

り
、
琉
球
が
そ
れ
に
次
い
で
い
た
。
ま
た
朝
貢
儀
礼
に
お
け
る
席
次
も
、
朝
鮮
が
首
位
、
琉
球
が
次
位
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

こ
の
た
め
両
国
の
使
節
は
儀
礼
の
場
に
お
い
て
し
ば
し
ば
遭
遇
し
、
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

}
方

、
清
初
に
は
鄭
氏
政
権

た
琉
球

の
朝
貢
使
節
に
対
す
る
処
遇
に
は
、
他
の
朝
貢
国
の
使
節
よ
り
も
厳
し
い
監
督
を
加
え
る
必
要
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
琉
球
使

節
の

一
行
が
自
由
に
北
京
市
内
を
移
動
し
た
り
、
清
人
や
他
国
の
使
節
と
交
流
し
た
場
合
、
そ
う
し
た
機
会
に
得
ら
れ
た
情
報
が
、
琉
球
を

通
じ
て
日
本
に
も
伝
わ
る
と
い
う
事
態
が
危
惧
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
も
あ

っ
て
、
清
朝
は
琉
球
使
節

の
宿
舎
を
、
内
城
の
中
心
部

か
ら
離
れ
た
正
陽
門
や
宣
武
門
の
内
外
に
指
定
し
、
か

つ
人
員
の
出
入
り
に
も
厳
し
い
制
約
を
く
わ
え
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
結

果
、
朝
鮮
使
節
と
琉
球
使
節
の
接
触
も
、
主
と
し
て
朝
貢
儀
礼
の
場
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
両
国
が
し
ば
し
ば
同
時
期
に
朝
貢
使
節
を

北
京

に
派
遣
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
国
の
使
節
が
相
互
の
宿
舎
を
訪
問
し
て
自
由
に
交
流
を
行
う
機
会
は
乏
し
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。お

わ

り

に



(
1
)

河
宇
鳳

「近
世
朝
鮮

人

の
琉
球
認
識
」
、
『
八

二

七
世
紀
東

ア
ジ

ア
地
域

に
お
け
る
人

・
物

・
情
報

の
交
流

-
海
域
と
港
市

の
形
成

、
民
族

・
地
域
間

の
相
互
認
識

を
中
心

に

(上
)
』
、

東
京
大
学
大

学
院
人
文
社

会
系
研
究
科

、

二
〇
〇

四
年
、
沈

玉
慧

「琉
球
情

報
傳
逓
角
色

之
形
成
及
建
立
-
以
明
清

時

期
中

日
間
的

往
來
交

渉
為
中
心

」
、
辛
徳
蘭

(朱
徳
蘭
)

主
編
、
『
第

十
届
中
琉
歴
史

関
係
学
術
会

議
論
文
集

』
、
中
琉
文

化
経
済
協
会

、
二
〇
〇
七

年
な
ど
、
参
照
。

(
2
)

紙
屋
敦
之

「北
京

の
琉
球
使
節

」
、
『
月
刊
歴
史

手
帖
』
、
第

二
三
巻
六

号
、

一
九
九
五
年
六
月
。

(
3
)

松
浦
章

「朝
鮮
使
節

の
琉
球

通
事
よ
り
得
た
台
湾

鄭
経
、
琉
球
情
報
」
、
『
南
島
史

学
』
、
第
六
三
号
、

二
〇
〇
四
年
四
月
。

註
に
よ
る
清
朝

へ
の
抵
抗
や
三
藩
の
乱
な
ど
に
よ
り
、
清
朝
周
縁
部
の
政
治
情
勢
が
な
お
不
安
定
だ

っ
た
た
め
に
、
北
京
に
お
け
る
朝
鮮
使
節

の
行
動
に
も
厳
し
い
制
約
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
清
朝
の
中
国
統
治
が
お
お
む
ね
安
定
し
た
清
代
中
期
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
警
備

態
勢
も
弛
緩
し
、
朝
鮮
使
節
は
か
な
り
自
由
に
宿
舎
を
出
て
北
京
城
内
を
移
動
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
ゆ
く
。
し
か
し

一
方
、
琉
球
使
節
の

宿
舎

に
対
し
て
は
、
清
代
中
期
に
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
警
備
が
行
わ
れ
、
人
員
が
自
由
に
出
入
す
る
こ
と
は
難
し
か

っ
た
。
こ
れ
は
琉
球

が
清
朝
と
日
本
と

の
両
属
関
係
に
あ

っ
た
た
め
、
清
朝
が
琉
球
を
通
じ
て
日
本
に
情
報
が
伝
わ
る
こ
と
を
恐
れ
、
琉

球
使
節

の
行
動
を
規
制

し
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
た
め
朝
鮮
使
節
も
、
直
接
に
琉
球
使
節
の
宿
舎
を
訪
問
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、

両
国
使
節
は
主
と
し
て

朝
貢
儀
礼
の
場
で
交
流
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
朝
鮮

・
琉
球
両
国
の
北
京
に
お
け
る
接
触

の
状
況
を
概
観
す
る
に
止
ま
り
、
両
国
の
使
節
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
意
思
を
疎
通

し
、
具
体
的
に
相
手
国
の
使
者
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
ち
、
相
手
国
の
国
情
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
情
報

を
得
た
の
か
、
と
い
う

問
題

に
つ
い
て
は
論
及
で
き
な
か

っ
た
。

こ
う
し
た
問
題
に

つ
い
て
は
、
『燕
行
録
全
集
』
所
収
の
朝
鮮
史
料
、
お
よ
び
琉
球
や
清
朝
の
関

連
史

料
に
も
、
少
な
か
ら
ぬ
記
述
が
残
さ
れ
て
お
り
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。



(
4
)

夫
馬
進

二

六
〇

九
年

、
日
本

の
琉
球
併
合

以
降

に
お
け
る
中
国

・
朝
鮮

の
対
琉
球

外
交
-
東

ア
ジ

ア
四
国

に
お
け
る
冊
封
、
通
信
そ

し
て
杜
絶

」
『
朝

鮮
史
研
究
論
文
』
、
第

四
六
集

、
二
〇
〇
八
年

一
〇
月
。

(
5
)

清
水
太
郎

「
ベ
ト
ナ

ム
使
節

と
朝
鮮
使
節

の
中

国
で
の
運
遁
⊥

八
世
紀

の
事
例

を
中

心
に
」
『
北
東

ア
ジ

ア
文

化
研
究

』
第

一
二
号
、

二
〇
〇
〇

年

一
〇

月
、
清
水
太
郎

「
ベ
ト
ナ
ム
使
節
と
朝
鮮
使
節

の
中

国
で

の
遇
遁

(
二
)
一
七
九
〇
年

の
事

例
を
中
心
に
」
『
北
東

ア
ジ

ア
文

化
研
究

』
第

一
四
号
、

二
〇
〇

一
年

一
〇
月
、
清

水
太
郎

「ベ
ト
ナ

ム
使
節
と
朝
鮮
使
節

の
中
国

で
の
濯
遁

(
三
)
一
五
九
七
年

の
事
例
を
中
心

に
」
『
北
東

ア
ジ

ア
文
化
研
究
』

第

一
六
号
、

二
〇

〇
二
年

一
〇
月
、
清
水
太
郎

「ベ
ト
ナ

ム
使
節
と
朝
鮮

使
節

の
中
国

で
の
選
遁

(四
)

一
一
六

世
紀
以
前

の
事
例

を
中
心
と
し
て
」

『
北
東

ア
ジ

ア
文
化
研
究
』

第

一
八
号
、

二
〇
〇
三
年

一
〇

月
、
清
水
太
郎

「
ベ
ト
ナ
ム
使
節
と
朝
鮮
使
節

の
中
国

で
の
濯
遁

(五
)
一
七
世
紀

の
事
例

を
中
心

と
し
て
」
『
北
東

ア
ジ

ア
文

化
研
究
』

第
二
二
号
、

二
〇
〇

五
年

一
〇
月
。

(6
)

鄭
麟
趾
等
編

『
高
麗
史
』
、

東
京
国
書
刊
行
会
、

一
九

〇
八
年
、
巻

=
二
七
、
七

六
二
頁
、

(7
)

朝
鮮
国
史
編
纂
委
員
会
編

『
朝
鮮
王
朝
実
録

一
』
、

「太

祖
実
録
」
、
朝
鮮
国
史
編
纂
委

員
会

、

一
九
五
六
年
、
巻

一
、

太
祖
元
年
八
月

丁
卯
条
、
『
太

祖
実
録
』
、
巻

二
、
太
祖

元
年
閏

=

一月
甲
辰
条
。

(8
)

前
掲
河
宇
鳳

「近
世
朝
鮮

人

の
琉
球
認
識
」
、
『
八

二

七
世
紀
東

ア
ジ

ア
地
域

に
お
け
る
人

・
物

・
情
報

の
交
流
-
海
域

と
港
市

の
形
成
、

民
族

・
地

域

間

の
相
互
認
識
を
中

心
に

(上
)
』
、

一
三
九
-

一
四
四
頁
。

(9
)

高
良
倉

吉

『
琉
球

王
国
』
東
京

、

岩
波
書
店

一
九
九

三
年

、
参
照
。

(10
)

前
掲

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
『
中
宗
実
録
』
、
巻

五
九
、
中
宗

二
二
年
七
月
癸
卯
条
。

(11
)

前
掲

『
朝
鮮
王
朝
実
録

↓
七
』
、
『
中
宗
実
録
』
、
巻

六
九
、
中
宗

二
五
年

一
〇

月
丁
巳
条

、
孫
承
詰

「朝

・
琉
交
隣
関

係
と
史
料
研
究
」
『
八
-

一
七

世
紀
東

ア
ジ

ア
地
域

に
お
け
る
人

・
物

・
情
報

の
交
流

-
海
域
と
港

市

の
形
成

、
民
族

・
地
域

間

の
相

互
認
識
を
中
心

に

(下
)
』
、

東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
、

二
〇

〇
四
年
、

一
三
七
⊥

六

四
頁

、
参
照
。

(
12
)

前
掲
孫
承
詰

「朝

・
琉
交
隣

関
係
と
史
料
研
究

」

↓
六
二
頁
。

(13
)

小
葉

田
淳

『
中
世
南

島
通
交
貿
易
史

の
研
究

』
刀
江
書
院
、

一
九

六
八
年

、
赤
嶺
誠
紀

『
大
航
海
時
代

の
琉
球

』
沖
縄

タ
イ
ム

ス
社
、

一
九
八
八
年
、



前

掲
高
良
倉
吉

『
新
版

・
琉
球

の
時
代
-
大

い
な
る
歴
史
像
を
求

め
て
』
、
川
勝
守

「琉
球

王
国
海
上
交
易

の
歴
史

的
前
提
」
、
中
琉

文
化
経
済
協
会
主

編

、
『
第
七
届
中
琉
歴
史

関
係
国
際
学
術
会
議
中

琉
歴
史
関
係
論

文
集

』
中
琉
文
化
経
済
学

会
、

一
九
九
九
年
、

八
二
五
-
八

五
四
頁
、
岡
本
弘
道

「明

朝

に
お
け
る
朝
貢

国
琉

球

の
位

置
附
け
と

そ
の
変

化
-

一
四
、

一
五
世
紀

を
中
心

に
」
、
『
東
洋
史

研
究
』
、
第

五
七
巻
第

四
号
、

一
九
九

九
年
三
月
、

五

八
七
-
六
↓
=

頁
、
紙
屋
敦

之
、
『
琉
球
と

日
本

・
中

国
』
、
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇

三
年

、
赤
嶺
守

『
琉
球

王
国
』
講
談
社
、

二
〇
〇

四
年
、
参
照
。

(
11
)

前
掲
赤
嶺
誠

記

『
大
航
海

時
代

の
琉
球
』
、
高
良
倉
吉

『
新
版

・
琉
球

の
時

代

　
大

い
な
る
歴
史
像

を
求

め
て
』
、
紙
屋
敦
之

『
琉
球
と

日
本

・
中
国
』
、

赤
嶺
守

『
琉
球

王
国
』
、
沈
玉
慧

「琉
球
情

報
傳
逓
角
色
之
形
成
及
建
立

以
明
清
時
期
中

日
間
的
往
來

交
渉
為
中
心
」
、
参
照
。

(
15
)

前
掲

『
朝
鮮

王
朝
実
録
』
『
中
宗
実
録
』
、
巻
五

一
、
中
宗

一
九
年

九
月
癸
亥
条
。

(
16
)

金
指
南

撰

『
通
文
館
志
』
巻

三

「事
大
」
朝
鮮

史
編
修
会
編

『
朝
鮮
史
料
叢
刊

』
第
廿

一
、
朝
鮮

総
督
府
、

一
九

四
四
年
、
三

四
-
三
五
葉

。

(
!7
)

徐

恭
生

「清
代

の
琉
球
朝
京
使
節

の
研
究

」
中
国
福
建
省

・
琉

球
列
島
交
渉
史

研
究
調
査
委
員
会

編

『
中
国
福
建

省

・
琉
球
列
島
交
渉

史

の
研
究
』

東
京
、
第

一
書
房
、

一
九
九

五
年
、

二
二
耳
、

(
18
)

前
掲
金
指
南

撰

『
通
文
館
志
』
巻

三

「
事
大
」
、
四
〇
葉
。

(
19
)

托
津
等
奉
敷
纂

『
欽
定
大
清
会
典
事
例

(嘉

慶
朝
)
』
台
北
、
文
海

出
版
社

、

一
九
九

一
年
、
巻

三
九
二
、
七
七
七
七
-
七
七

七
八
頁
。

(
20
)

前
掲

『
欽
定

大
清
会
典
事
例

(嘉
慶

朝
)
』
巻
四
〇

一
、

八

一
五
八
頁
。

(
21
)

前
掲

『
欽
定
大

清
会
典
事
例

(嘉

慶
朝
)
』

巻
四
〇

一
、

八

一
六
七
頁
。
会

同
館

に
関
す

る
研
究

は
矢
野
仁

一
、

「
会
同
館

に
就

い
て
」
、
『
支
那
近
代

外

国
関

係
研
究
』
東
京

、
弘
文
堂
、

一
九
三
九
年
、
松
浦
章

、
「
明
清
時
代
北
京

の
会

同
館
」
神

田
信
夫
先
生

古
稀
記
念
論
集
編
纂

委
員
会
編
、
『
清
朝

と
東

ア
ジ

ア
』
東

京
、
山

川
出
版
社
、

一
九
九

二
年

、
父
斌

「清
代
琉

球
貢
使
居

京
館
研
究

」
沖

縄
県
立

図
書

館
史
料
編

集
室
編
、
『
第

二
回
琉
球

・

中

国
交

渉
史

に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
論
文
集

』

一
九
九

五
年
な

ど

の
論
文
、
参
照
。

(
22
)

前
掲

『欽

定
大
清
会
典
事
例

(嘉
慶

朝
)
』
巻
四
〇

一
、

八

一
五
九
頁
、
李
宜
顕

『
庚

子
燕

行
雑
識
』
、
林
基
中

『
燕
行

録
全

集
』
、
東
国
大
学
、

二
〇

〇

一
年
、
巻
三
五
、
三
七
六

-三
七
七
頁

、
李

正
臣

『
燕
行
録
』
前
掲

『
燕
行
録
全
集
』
、
巻

三
四
、
二
八
八
-
二
八
九
頁
、
張
詰
輔

『
丁
巳
燕
行

日
記
』

前
掲

『
燕
行
録
全
集
』
、
巻

三
七
,
頁
四
七

二
頁
。



(23
)

前
掲

『
欽
定
大
清
会
典
事

例

(嘉
慶
朝
)
』
巻

四
〇

一
、
八

一
六
七
頁
。

(24
)

前
掲

『
通
文
館
志
』
巻

三

「事

大
」
、
四
三
-
四

四
葉
。

(25
)

前

掲

『
通
文
館
志
』
巻

三

「事

大
」
、
四
三
-
四
六
葉
、
前
掲

『
欽
定
大
清
會
典
事
例

(嘉
慶

朝
)
』
巻
三
九

五
、

七
八
七
八
…
七
八
七
七
頁
。

(26
)

前

掲

『
欽
定
大
清
会
典
事
例

(嘉

慶
朝
)
』
巻
三
九

六
、

三
九
七
。

(27
)

前
掲

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
『
正
祖
実
録
』
、
巻

一
三
、

正
祖

六
年
二
月
辛
卯
条
。

(28
)

前
掲

金
士
龍

『
燕
行

日
記
』
、
四
三
〇
-
四
三
四
頁
。

(
29
)

前
掲

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
『
純
祖
実

録
』
巻

一
一
、
純
祖

八
年

二
月
丁
亥
条
。

(
30
)

劉
為

『
清
代
中
朝
使
者
往
來
研
究
』
恰

爾
濱
市
、
黒
龍
江
教
育

出
版
社
、

二
〇
〇

二
年
、

一
二
⊥

五
頁
、
前
掲

『
通
文
館
志
』

巻
三

「事
大
」
、

一
-

二
葉
。

(
31
)

楊

雨
蕾

『
十
六
至
十
九
世
紀
初
中
韓

文
化
交
流
研
究
』
上
海

、
復
旦
大
学
地
理
歴
史
学
系
博
士

論
文
、
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
頁

、
前

掲

『
通
文
館
志
』
、

巻

三
、
事
大

、
五
二
葉
。

(
32
)

覧
羅
勒
徳

洪
等
奉
軟
纂
修
、
『
清

世
祖
実

録
』
、
北
京
、
中
華
書

局
、

一
九
八
六
年
、
巻
八

二
、
順
治

一
一
年
三
月
丁
酉
条
、

六
四
四
-
二
頁
。

(
33
)

票

温
等
編

、
『
中
山
世
譜
』

正
巻
、
横

山
重
編
纂

『
琉
球
史
料
叢
書
』
第

四
巻
、
東
京
美
術
、

一
九
七
二
年
、
巻
八
、

一
二
〇
頁
。

(
34
)

清
代
、
琉
球

の
朝
貢
回
数
と

頻
度

に
関
す

る
統
計
資
料
は
前
掲
赤
嶺

誠
紀
、
『
大
航

海
時
代

の
琉
球
』

「進
貢
船

一
覧
表

」
、

二
六
-
二
八
頁
、
参
照
。

(
35
)

前

掲

『
清
会
典
事

例
』

に
は
上
京

す
る
琉
球
使
節

は

一
五

人
と

規
定
す

る
が
、
琉
球

の
礼
部
宛

て
の
咨
文

に
は
、
琉
球

の
上
京
人
数

は
二
〇
人
と
書

い
て
お
く
。

(
36
)

前
掲
徐
恭
生

「清

代

の
琉
球
朝
京
使
節

の
研
究

」
、
二

一
-

二
六
頁
。

(
37
)

深
沢
秋
人

「琉
球
使
節

の
北
京
滞
在
期
間

　
清
朝

と

の
通
交
期
を
中
心

に
」
『
沖
縄
国
際
大
学
総
合
学
術

研
究
紀

要
』
第
八
巻
第

一
号
、

二
〇
〇
四
年

一
二
月
、
七

一
ー
七
四
頁
。

(
38
)

前
掲
深
沢
秋

人

「琉
球

使
節

の
北
京
滞
在
期

間

一
清

朝
と

の
通
交
期
を
中
心

に
」
、
七

一
頁
。



(
39
)

前
掲
楊

雨
蕾

『
十
六
至
十
九
世
紀
初
中
韓
文
化
交
流
研
究
』
、
二
〇
頁
。

(
40
)

李
雲
泉

『
朝
貢
制
度
史
論
-
中

国
古

代
対
外
関
係
体
制
研
究
』
北

京
、
新
華
出
版
社
、

二
〇
〇

四
年
、

一
四
五
頁
。

(41
)

鄭
昌
順
編
纂

『
同
文
彙
考
』

台
北
、
珪
庭

出
版
社
、

一
九

七
八
⊥

九
八
〇
年

、
補

続
篇
、

「使

臣
別
軍

歳
幣
行
首

訳
金
倫
瑞
聞

見
事
件

」
、

一
九
三

↓
頁
。

(
42
)

前
掲

『
朝

鮮
王
朝
実
録
』
『
正
祖
実
録

』
、
巻
三
九
、

正
祖

一
八
年

二
月
庚
辰
条
。

(
43
)

李
在
学

『
燕
行

日
記
』
前
掲

『
燕
行
録
全
集

』
巻
五
八
、

一
八

ニ
ー
一
八
三
頁
。

(
44
)

前
掲
金
學

性
等
奉
軟
撰
、
『
日
省

録
』
、
正
祖

一
四
年

二
月
辛
未
条
。

(
45
)

前
掲

『
同
文
彙

考
』
補
編
巻

二
、

「謝
恩
行
書

状
官
李
三
錫

聞
件
事
件
」

四
七

丁

四
七

五
頁
。

関
連
研
究
は
前
掲

松
浦

章

「朝
鮮
使
節

の
琉

球
通
事

よ
り
得

た
台
湾

鄭
経
、
琉
球
情
報

」、

参
照
。

(
46
)

金
景
善

『
燕
韓
直
指
』

「館
所
衙

門
記
」
、
前
掲

『
燕
行
録
全
集
』
巻

七

一
、

一
六
八
⊥

六
九
頁
。

(
47
)

前
掲
金
景
善

『
燕
韓
直
指
』

「館

所
衙
門
記
」
、

一
六
六
⊥

六
七

頁
。

(
48
)

前
掲
李
押

『
燕
行
記
事
』
巻

五
三
、

二
〇
四
-
二
〇
五
頁
。

(
49
)

前
掲

『
同
文
彙

考
』
補
編
巻
三
、

「進
賀

兼
謝
恩
行
書
状
官
李
栩
漢
聞

見
事

件
」
、
六

一
丁

六

一
二
頁
。

(
50
)

権
時
亨

『
石
湯
燕
記

天
』
前
掲

『
燕

行
録
全
集
』
巻
九

一
、

四
ニ
ー
四
六
頁
。

(
51
)

「
(正
月
)

二
十
二

日
尋
往
其

館
、
館
在

正
陽
門
外
東
南

七
八
里
外
、
適
提
督
坐

衙
、
序
班
輩
嚴
禁

不
許
入
、
其
後
請

干
大
使
將
再
往
、

琉
使
蹄
已
有

日
　
.、
」

(洪

大
容

『
湛
軒
燕
記
』
前
掲

『
燕
行
録
全
集
』
巻

四
九
、
九

四
頁
。
)

(
52
)

前
掲

『
欽
定

大
清
会
典
事
例

(嘉
慶
朝

)』

巻
四
〇

一
、
八

一
六

〇
-
八

一
六

一
頁
。

(
53
)

前
掲
李
押

『
燕
行
記
事
』
巻

五
三
、

二
〇
四
-
二
〇
五
頁
。

(
54
)

前
掲
父
斌

「
清
代
琉
球
貢
使
居
京
館

研
究

」
、
陳

碩
絃

「清
代
琉
球
進
貢
使
節

の
北
京
に
お
け

る
の
変
遷

に

つ
い
て
」
琉
球
中
国
関
係

国
際
学

術
会

議

編
集

『
第

十

一
回
琉
中
歴
史
関
係
国
際
学
術
会

議
論
文
集
』
沖
縄
、
琉
球

中
国
関
係
国
際
学
術
会
議
、

二
〇
〇
八
年
、
参
照
。



表 一・ 清代 、北京 にお ける朝 ・琉 交流事例

回数

四

五

六

.ヒ

八

ナし

一一〇

一 四

一 五

一 六

一七

一 八

一 九

二C

」筐貢日寺1削

康 煕..1[.年 一・ 一月 一二
・年rP]

康 煕 四 へ年一ぺ年 一

月

雍 正七 年 一一〇 月一

月

雍fE九 年 一 一 月一 ・○

年.二 月

乾 隆 一四 年一 二月… 一

五 年 三月

卓乞5釜二 〇1年 一ttt一月 一ニ
ー 年 一 月

乾 隆 ニー 年一 二月一モ

ニ 年 二 月

乾 隆 三 八年一・一二月一三

九 年 二月

乾 隆 四● 年 一一二 月一四
…年 二月

乾 隆 四二 年 一二月一四

二年 二月

乾 隆 四 ヒ年.・月一二 刀

乾 隆 四 八年 一二月一四
九 年 一月

乾 隆 五〇 年一 二 月一五
一 年 二月

乾 隆 五二 年 一二 月一五

三 年 二月

乾 隆 五 四年 一二 月一五

五 年 二月

乾隆 五六 年 一 二月一五

七年

乾隆 五 ぺ年 一二 月一五

九年 一月

乾隆 六〇 年 一一一二月一六
一年 一 月

嘉慶 二年 一 二月一三 年
一 月

嘉慶 四年 一一二月一五 年
一 月

嘉慶六年四月一五月

嘉慶 一 〇年 一二 月一一
一年 一 月

朝 ・琉使 節 の接 触 した 日付 ・場

所
一 ・一 朝 儀

、 ・四 琉 球 館 舎

朝鮮館舎

● ・一四 礼部

不明

不明

一・一 朝 儀

・三 ●鴻 櫨 寺 、 一 ・一 朝 儀

一一二 ・三 〇 鴻 櫨 寺
、 一・五 朝 鮮

館 舎 、 一・ 七琉 球 館 舎 外 、 一 ・
.一二 朝 鮮 館 舎

不明

一 ・一 〇午 門 外

不明

一 二 ・ニ ー 鴻 臆 寺 、 ・二 ・二 八

保 和 殿 、 一 二 ・ 二 九 、 保 和 殿
一一・一 朝 儀

、 一 ・九 太 和 殿

一 二 ・二 七鴻 櫨寺 、 二 ・二 〇

保 和殿 、一 ・一朝 儀
一 二 ・二 へ 鴻 櫨 寺

、 一 二 ・二 〇

年 終 宴 、 一 ・一 朝 儀 、 一 ・九 紫

光 閣 、 一 ・-C西 華 門 外 、 一・
一 一 円 明 園

、 一 ・一 三 、 一 ・一

四 山 高 水 長 閣 、 一一・ 一五 山 高 水

長 閣 、 正 大 光 明 殿 、 一 ・一 九 山

曽'・ 二 ・一・上..虚
一 二 ・ニ ー 西 華 門 外 、 一.二・三

〇 保 和 殿 、 一 ・一 朝 儀 、 一 ・六

紫 光 閣
.一二 ・二 七鴻臚寺

、 一 二 ・二 九

保 和 殿
一こ .二 七 鴻 臆 寺 、 一 二.二 八 紫

光 閣 、 ・二.二 九 保 和 殿 、 一.一

朝 儀 、 一.二 四 上 馬 宴

二五 西華門外

一 ,一 朝 儀 、 ・.一 二紫 光 閣 、iE

大 光 明 殿 、 一一、一 五 正 大 光 明 殿

皇帝送迎

四,一 一鴻 臆寺

一 ,一 朝 儀

朝 ・琉使 節 の接 触 の概 要

琉 球 使節 の 様 チ、服 装 、鄭経 、

琉 球 の 風俗 、官 制、 貢物

琉 球 国 王の 世系 、琉 球 の風 俗 、

物 産 、 日琉 関係

琉 球 使節 の 様子 、服 装 、琉 球 貢

路

朝 鮮 副使 が 「琉 球国 人、

作 る.

の詩を

琉 球 の 困勢 、貢 期 、貢物 、 琉球

使 節 の様 子

琉 球 使節 の 官品 、氏 名 、服 装 、

琉 球 の 国俗 、貢 期

琉 球 使節 の 服装 、琉 球 国王 と使

節 の 氏 名、 琉球 の貢 物

琉 球 使節 の 服装 、様 子 、

報

日本情

琉球使節の様子

琉 球 使節 の 風貌 、琉 球 の位 置 、

国勢 、 貢期 、貢 物

琉球国王、正副使節及び都通事
の氏名、琉球使節の服装

不明

琉 球 使節 の 様子 、 服装 、琉 球 国

王の 氏名 、 貢路

琉球 使節 の 様子 、 服装 、琉 球 の

貢道 、 国勢 、領 域 、物 産、 風

俗 、服装 、 日琉 関係

不明

琉球使節の服装

琉球 使 節の 氏 名、官 品 、服 装 、

様子

不明

琉球 使 節の 官 品、氏 名

琉球 使 節の 官 品、氏 名 、様 子 、

琉球 の 貢物 、漂 流 民の 送還

琉球 使 節の 氏 名、 服装 、西 湖 ・

金 山の 良否

琉球 使 節の 官 品、氏 名 、琉 球貢

物



二四

二五

一二六

二 七

二 八

二九

三〇

三四

三.五

.三六

三七

三八

三九

四〇

四一

嘉 慶 一 一二年一 二月一一

三年 二 月

嘉 慶.・ 四年 二 月一三 月

嘉 慶'ヒ 年 一二 月一一

八年 二月

嘉 慶 一 九年 一 二月一二

〇 年 二月

嘉 慶 ニー 年 一 二月一二
二 年 二月

嘉 慶 二三 年 一二 月一二

四年 二 月

道光二年一二月一三年
凋

道 光 四年 一 二 月一五 年

二月

道 光 六年 一 二 月一七年

二月

道 光 八年 一 二 月一九 年

二 月

道 光 一 〇年 一一二 月一一
一 年 二 月

道 光 一 二年 一二 年一一

三年:月

道 光 一 四年 一二 月一一

五年 二月

道 光 一 八年 …二 月一 一

九年 二月

道 光 二二 年 一二 月一二

三年 二 月

道 光 二 六年 一一二 月一二

七年 二 月

道光二八年一二月一二

九年二月

道 光 三 〇年 一二 月一三
一年 二 月

咸豊五年 一 一 月一六 年

.二月

二..ニ ヒ鴻 臆 寺

不明
ベ モ座 門

二,二 九 午門 、 一 一 朝f義

二 ・二 九午 門外

一 ・四 円 明園

一 ・一 朝 儀

一 二 .二 六 鴻 臆 寺 、 一.一一一朝 儀 、

一 一五 正 大 光 明 殿

午 門外 、 保和 殿 、西 三座 門外 、

午 門外 、 山高 水長 閣 、正 大光 明

殿
一二.二 六鴻臚寺 、一 二.二 九午

門 外 、一 二.三 〇 保和 殿 、一.一

四 円明 園 、山 高水 長 閣

二.二 九 午 門外 、一.一 朝儀

一 二
.二 六 鴻臆 寺 、 一二,二 九午

門 外 、一 二 三 〇 保和 殿 、山 高

水 長閣 、 一,一朝 儀、 一,八 午 門

外 皇帝 を 送迎 、一.一 〇西 華 門

外 、一.一 四 円明 園、 一.一一九円

明 園
一 二.二 三 西華 門 外、 一 二 二六

鴻 臆 寺、 一.一 朝 儀

保 和殿 、 午門 外 、正 大光 明殿 、

山 高水 長 閣
一 二 .二 八 午 門 外 、 一 二.二 九 保

和 殿 、 一,一 朝 儀 、 一一・,四 紫 光

閣 、 ・.七 午 門 外 、 一.一 五 正 大
"明 殿 一一,.一 九 山 高 水 長 閣

二..二八 午 門外

一 二.二 六鴻櫨 寺 、一 二.二 八午

門 外 、一,一 朝 儀
一二.二 五 琉球 館 舎 、一 二 ・二

九 午 門外 、一.一 朝儀 、一.二 三

午 門外
一 二
.二 八午 門外 、∴ 一朝儀 、

一 二 重華 殿

琉球 貢 路、 貢期

不明

不明

朝鮮使節が琉球使節に清心丸を

送る
不明

不明

不明

不明

不明

琉球 使 節の 様子 、 服装 、 貢物

琉球使節様子、服装、琉球貢路

不明

不明

不明

不明

琉球使節の服装、琉球の貢路、

北京に滞在 日数
琉球使節の氏名、様子、官品、

琉球貢路。朝鮮使節は琉球侯節
に漂流民送還を感謝

不明



図一 清代朝鮮 ・琉球使節在京館舎図


